






 

心房組織中に利尿作用・ナトリウム排泄作用・血管拡張作用を有するペプチド(Atrial 

Natriuretic Polypeptide,以下 AND と略す)の存在が明らかになり,その生理的及び病態生

理的意義が注目されている。我々は既に,個体発生の早期(在胎 10 週胎児)より心房組織中

に ANP が存在し,又胎生期には心室組織中にも ANP が存在することを報告した〔Acta 

Endocrinol(in press)〕。更に我々は,血液中に低分子型の ANP(α－hANP)が存在し,ANP が

冠状静脈洞を介して末梢血液中に分泌されるホルモンであることを報告している〔ホルモ

ンと臨床 1986:34:581-584〕。 

 今回我々は小児の先天性心疾患における末梢血液中の ANP 濃度について検討した。 


